
　
　
第
十
田
魯
　
　
紹
　
　
介

日
本
文
化
の
由
來
を
研
究
せ
ん
ミ
す
る
も
の
に
ミ
つ
て
良
い
参
考

書
ミ
な
る
で
あ
ら
う
。
（
雲
版
、
1
、
五
〇
四
頁
　
榎
四
、
…
…
○
、

5
、
四
〇
山
猫
…
貝
、
檎
…
同
上
、
6
、
七
｛
四
頁
　
　
｝
慣
六
、
五
〇
、
雨
車

京
古
今
書
院
襲
行
）

　
醗
老
農
渡
部
斧
松
翁
傳
　
　
　
　
　
西
岡
虎
之
助
著

　
近
時
農
村
問
題
が
頻
り
に
議
せ
ら
れ
る
や
う
に
な
り
、
人
々
が

農
民
の
生
活
、
農
村
の
歌
態
に
注
意
し
継
れ
等
を
研
究
す
る
こ
ミ

が
訳
第
に
多
く
な
っ
て
き
た
が
、
其
の
研
究
を
＋
分
に
し
や
う
、
こ

す
る
に
は
現
在
の
み
な
ら
す
湖
っ
て
過
去
に
於
け
る
夫
れ
等
の
盛

事
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
本
書
は
近
世
に
於
け
る
秋
田
藩
の

農
村
開
国
に
偉
功
の
あ
っ
た
贈
從
五
位
渡
部
斧
松
翁
の
傳
記
で
あ

っ
て
、
其
の
嘱
す
る
ミ
こ
ろ
農
村
及
び
農
民
問
題
の
諸
方
面
に
亘

り
、
近
世
の
農
村
の
事
を
知
る
上
に
少
か
ら
ず
参
考
ε
な
る
も
の

で
あ
る
。
先
づ
翁
が
微
騰
な
る
家
に
生
れ
常
に
困
苦
し
な
が
ら
も

縄
え
す
努
力
し
て
亥
身
を
圖
つ
た
事
よ
り
長
じ
て
鳥
居
長
根
の
開

墾
を
企
て
、
あ
ら
ゆ
る
反
封
を
退
け
大
な
る
確
、
信
を
以
て
之
を
敢

函
潤
し
、
其
所
に
渡
部
新
村
を
建
設
し
た
事
。
天
保
の
飢
鰹
に
凶
作

あ
る
べ
き
こ
ε
を
豫
興
し
藩
圭
に
献
策
し
て
機
宜
の
庭
置
を
執
ら

　
　
　
　
　
　
第
…
號
　
　
こ
二
凶
　
（
　
「
三
四
）

し
め
其
亡
帝
に
童
画
を
救
ふ
た
事
、
市
揚
を
開
設
し
て
物
贋
の
調

層
郷
を
二
つ
た
事
、
霜
互
扶
助
、
共
存
笹
身
を
主
眼
－
こ
す
る
村
法
を

制
定
し
た
事
等
よ
り
更
に
公
入
書
し
て
水
利
問
題
救
濟
殖
産
の
諸

事
業
に
参
劇
し
て
顯
著
な
る
業
績
を
學
け
た
事
等
を
述
べ
、
翁
が

蕾
に
秋
田
藩
の
老
農
た
る
の
み
な
ら
す
天
下
の
偉
人
書
し
て
推
奨

に
橿
す
る
も
の
で
あ
る
ミ
結
ん
で
み
る
。
四
號
活
字
で
通
俗
葱
趨

ミ
し
て
あ
る
か
ら
鳳
般
の
人
々
に
極
め
て
讃
み
易
い
書
物
で
あ
る

（
菊
版
…
〇
九
頁
、
東
京
山
喜
房
獲
行
、
贋
五
三
）
∩
以
上
松
野
〕

　
　
醗
猛
士
外
翼
關
係
研
究

　
　
　
　
▼
う
盛
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衝
動
博
士
矢
野
仁
一
著

　
矢
野
仁
一
博
士
が
支
那
近
世
の
政
治
経
濟
乃
至
外
交
史
概
究
の

第
一
入
者
な
る
は
今
更
喋
々
す
る
ま
で
も
な
い
。
本
書
は
賜
清
時

代
に
於
け
る
支
那
「
こ
諸
外
國
ε
の
外
交
貿
易
の
慶
遷
を
楡
討
せ
む

噛
こ
す
る
企
の
第
一
溺
に
し
て
、
断
ち
そ
の
捌
名
の
通
り
ポ
ル
ト
ガ

ル
を
中
心
ε
せ
る
明
清
時
代
の
外
交
貿
易
の
研
究
で
あ
る
。
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
の
マ
カ
オ
殖
民
地
開
設
は
蕾
に
支
那
近
代
史
上
の
重
要

事
件
た
る
の
み
な
ら
す
、
野
日
本
、
鍬
ブ
イ
リ
ツ
ピ
ン
關
係
を
誘

致
し
た
、
然
る
に
束
西
史
料
の
所
傳
闇
々
抵
籍
あ
り
て
そ
の
菰



、
相
を
悉
く
し
難
い
、
支
那
の
外
國
嘉
言
三
幅
の
支
那
槻
マ
」
を
照
曝

し
て
支
那
近
代
外
交
上
の
誤
解
、
論
雫
、
紛
擾
、
衝
突
の
縁
崩
を

研
究
爾
明
す
る
は
從
二
選
だ
何
入
も
企
て
穏
ざ
り
し
所
で
あ
る
が

斯
界
の
樺
益
者
の
手
に
よ
り
て
此
の
再
編
が
企
て
ち
れ
、
そ
の
第

一
泌
の
刊
行
を
見
る
は
實
に
商
界
の
大
慶
事
ε
謂
ふ
べ
き
で
あ
る

本
書
は
十
七
章
三
十
三
節
よ
り
成
り
、
そ
の
中
に
は
翫
に
東
亜
経

濟
研
究
や
、
史
林
、
外
交
隠
騰
馬
に
獲
表
地
の
も
の
も
あ
る
が
、

新
に
稿
を
起
せ
し
部
分
も
甚
だ
多
い
。
第
一
章
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

の
支
那
渡
來
の
由
來
を
述
べ
て
マ
ラ
ッ
カ
蓮
征
露
涙
遣
に
起
筆
し

第
二
章
に
そ
の
支
那
通
商
の
起
源
の
年
代
を
急
き
て
諸
説
を
批
劃

し
、
第
三
章
に
タ
マ
ン
占
強
時
代
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
ミ
支
那
ミ
の
關

係
を
蓮
。
へ
て
、
貿
易
港
タ
マ
ン
が
大
陸
よ
り
三
マ
イ
ル
の
地
鮎
な

る
こ
ε
の
考
定
よ
り
、
支
那
に
派
懸
さ
れ
し
最
初
の
使
鶴
、
恥
メ
・

ゼ
レ
ス
一
行
の
蓮
命
に
論
及
し
、
第
四
章
に
シ
マ
ン
・
ド
・
ア
ン
ド

ラ
ー
デ
の
暴
行
ミ
ポ
ル
ト
ガ
ル
入
の
廣
東
騙
逐
、
第
五
章
に
二
塁

貿
易
の
一
時
鮎
並
、
第
六
章
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
漸
瓢
に
於
け
る

通
商
植
民
を
論
齢
し
、
以
下
劇
務
或
は
そ
の
鵬
建
に
於
け
る
通
商

植
民
、
マ
カ
オ
植
民
地
の
由
來
、
マ
カ
オ
植
民
地
の
政
治
上
及
び
法

　
　
策
十
四
巻
　
　
紹
　
　
介

律
上
の
地
位
、
マ
カ
オ
の
閣
嗣
及
び
支
那
S
の
劃
境
問
題
、
青
州

天
主
堂
焼
棄
事
件
、
ラ
ザ
ル
ス
・
カ
タ
ネ
ウ
ス
の
支
那
帝
位
鏡
観
嫌

疑
事
件
、
爾
贋
総
督
戴
耀
の
蜀
策
、
萬
官
階
代
マ
カ
オ
の
日
本
入
騙

逐
、
明
代
に
於
け
る
マ
カ
オ
の
貿
易
ミ
其
の
磁
器
、
支
那
の
マ
カ

オ
抑
厭
皆
」
マ
カ
オ
の
激
雷
を
論
じ
第
十
七
章
に
清
代
ポ
ル
｝
ガ
ル

ミ
支
那
ミ
の
關
係
を
説
き
て
は
、
還
海
令
の
マ
カ
オ
に
及
ぼ
せ
る

影
響
．
南
海
令
ざ
そ
の
影
響
。
康
煕
五
＋
六
年
の
南
洋
航
海
貿
易

の
禁
こ
マ
カ
オ
の
輔
時
的
復
興
、
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
マ
カ
オ
に
於

け
る
治
外
法
椹
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
使
節
サ
ル
ダ
ニ
や
及
び
メ
テ
ル
ロ
、

バ
チ
エ
コ
の
北
京
派
遣
、
乾
隆
＋
四
年
の
漢
夷
善
後
事
宜
問
題
等

に
及
び
頁
数
を
激
す
こ
ミ
総
計
五
百
七
十
頁
，
弱
き
去
り
論
じ
來

り
、
批
判
し
去
り
、
五
弦
し
慮
り
て
綾
々
蓋
く
る
所
を
知
ら
す
そ

の
要
黙
の
詳
細
は
到
底
藪
に
は
紹
介
致
し
難
い
が
、
蕾
に
支
那
史

東
洋
史
の
專
門
家
の
一
讃
す
べ
き
良
書
た
る
の
み
な
ら
す
、
政
治

家
纒
鷹
潜
一
家
等
瀞
逝
く
も
一
規
代
封
支
，
敢
策
を
考
へ
む
ミ
す
る
入
士
に
も

他
山
の
石
ぐ
）
し
て
必
ず
讃
廃
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
近
來
の
名

著
で
あ
る
ミ
思
ふ
。
（
菊
判
一
勝
、
優
四
％
五
〇
　
京
都
市
丸
太
町

寺
町
東
、
弘
文
瓦
書
蕩
叢
行
）

　
　
　
　
　
　
第
｝
號
　
　
㎜
三
五
　
（
　
一
三
五
）



　
　
第
＋
四
巻
　
款
　
　
介

　
　
　
囎
鰺
東
洋
吏
　
　
　
　
　
　
　
及
川
儀
右
衛
門
著

本
書
は
初
め
て
東
洋
史
を
・
學
ぶ
入
場
の
爲
に
、
東
洋
人
の
就
會
生

活
の
姿
、
民
族
活
動
の
傾
向
、
文
化
の
潮
流
等
に
つ
き
概
擬
声
に

記
蓮
せ
む
一
こ
企
て
た
る
著
者
が
，
そ
の
實
際
教
授
の
纏
験
嘱
ご
教
育

實
習
の
指
導
よ
り
得
た
る
敏
訓
「
こ
を
選
考
し
て
編
著
し
た
る
も
の

で
あ
る
。
著
者
の
果
洋
史
に
封
ず
る
見
解
は
粟
餅
の
理
解
を
深
め

る
爲
に
之
が
必
要
な
り
一
こ
謂
ふ
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
見
地
よ
り
編

蓮
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
全
編
六
編
五
十
七
章
よ
り
成
り
善

く
愛
憐
表
の
專
門
家
の
論
著
の
要
領
を
包
運
搬
潔
し
巻
尾
に
索
引

を
附
し
て
二
者
の
便
に
供
し
て
あ
る
。
（
黒
煙
六
九
八
頁
、
便
三
・

○
○
　
博
文
館
嚢
行
）

　
　
醗
支
那
文
學
史
概
説
　
丈
隠
士
西
澤
道
寛
著

　
從
來
の
支
那
文
學
史
に
關
す
る
論
著
が
聖
者
丈
人
の
出
卒
年
次

を
皇
紀
叉
は
西
暦
紀
元
を
以
て
示
せ
る
も
の
甚
だ
少
き
を
憾
み
、

又
民
衆
文
學
邸
ち
戯
曲
小
早
の
記
蓮
少
き
を
聾
し
、
此
の
二
方
面

の
記
述
に
カ
を
加
へ
た
も
の
で
、
全
五
編
二
十
五
章
に
分
類
し
、

そ
の
牟
は
戯
曲
小
詮
の
設
蓮
に
費
し
て
あ
る
。
初
墨
の
者
に
は
手

頃
の
奉
考
書
ミ
し
て
好
都
合
で
あ
る
。
（
菊
版
三
二
四
頁
償
三
・
五

〇
東
京
市
憩
田
匿
表
猿
繋
町
二
十
四
番
地
同
文
肚
糞
行
）
〔
以

第
＝
號
　
　
一
三
山
ハ
　
（
　
一
一
ご
山
野
）

上
郷
波
田

　
　
　
露
薫
煙
歎
鰹
考
古
圖
録

　
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
陳
列
館
に
藏
せ
ら
れ
て
る
る
考
古
學
的

標
本
の
主
要
な
る
も
の
薮
百
鮎
を
牧
め
て
翻
録
ミ
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
去
る
大
正
＋
噸
年
の
秋
、
皇
后
陛
下
大
里
行
啓
に
際
し
隙

列
品
室
の
台
覧
を
辱
う
し
た
る
を
機
ミ
し
て
完
成
せ
ら
た
綱
録
は

僅
々
撒
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
ミ
其
後
年
を
閲
す
る
数
年
、
蒐
集

せ
ら
る
・
も
の
將
に
倍
加
す
る
も
ω
が
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
本
圖
録

は
廓
ち
此
等
の
諸
晶
を
加
へ
版
を
新
に
し
罷
容
を
改
め
，
菊
版
形

ミ
し
、
圖
葉
百
二
十
を
以
て
さ
れ
て
み
る
。
内
容
を
三
部
に
分
ち

第
一
部
日
本
及
朝
鮮
三
見
品
に
は
石
器
隣
代
、
金
石
並
用
階
代
、

原
史
時
代
、
歴
史
時
代
及
び
朝
鮮
各
時
代
の
造
物
を
窮
二
部
支
那

嚢
見
品
に
は
先
史
時
代
及
漢
似
前
時
代
遡
及
六
朝
時
代
、
唐
暁
代
、

宋
時
代
及
以
後
ミ
し
、
第
三
部
諸
外
國
獲
見
品
に
は
蕉
石
器
隣
代

古
代
埃
及
，
古
代
希
糠
、
古
代
西
亜
諸
勲
等
の
も
の
を
　
羅
せ
ら

れ
て
る
る
。
内
容
の
一
々
に
就
い
て
は
藪
に
蓮
べ
る
ま
で
も
な
い

此
等
の
資
料
を
通
じ
て
本
邦
始
め
諸
外
國
の
古
代
蓮
物
に
最
も
簡

捷
に
親
し
む
こ
ミ
が
出
來
る
も
の
・
こ
云
へ
る
。
（
黒
影
田
園
、
京
都

｛
夷
川
出
世
群
雄
爾
【
入
、
　
器
栄
名
蝋
久
星
堂
獲
行
）
〔
島
田
〕


